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牛

頭
宗
は

、

そ
の

初
祖
法
融

が

禅

宗
四

祖
道
信
か

ら

印
可

を

う

け
、

二

祖
智
巌

、

三

祖
慧
方

、

四

祖
法
持

、

五

祖

智
威、

六

祖
慧
忠
と

伝
え

ら

れ
、

そ
の

後、

鶴
林
派、

径
山

派
、

仏
窟
派
と

分
派
さ

れ
た

と

さ

れ

　

（

1
）

て

い

る
。

そ
し
て

四
祖

法
持
が

弘

忍
の

十

大
弟
子
に

数
え
ら

れ
た

事
に

よ
っ

て

初
め

て

禅

宗
の
一

派
と

し
て

の

地
位
を

得
た

と
さ

れ
て

い

る
。

こ

の

牛
頭
宗
に

『

絶
観
論
』

な

る

著
述
が

存
し

、

現
在
そ
の

撰
者
は

牛

頭
宗
初
祖
法
融
が
有
力

で

あ

る
。

『

絶
観
論
』

は

入

理
先
生
と

弟
子

縁

門
に

よ

る

対

話
形
式
に

よ

り

絶

観
の

法
を

論

究
し

た

も
の

で

現
在
六

種

　

　
　
　

　
　
（

2
）

の

異
本
が

存
在
す
る

。

　
石

井
本
の

『

入
理
縁
門
』

一

巻
は

、

首
題
に

「

入

理
縁
門
一

巻
」

と

あ
り、

本
文
は

縁
門
の

質
問
を

太
字
で

書
き

、

そ
の

下
に

入

理
の

答
語

を
細

字
で

二

行
に

分
ち

書

き
し

、

一

つ

の

問

答
が

終
る

た
び

に

「

縁
門

間
日

…

…
」

と

始
ま

り
、

最
後
に

「

故
名
絶
観
論
」

と
あ
っ

て

尾
題
に

「

縁
門
論
一

巻
」

と

あ
る

。

ペ

リ

オ

P
本
二

七

三

二

号
の

『

入

理
縁
門
』

一

巻
は

、

首
題

、

本
文、

共
に

石

井
本
と

同
形

式
で

あ
り

、

尾
題
は

「

縁
門
論
一

巻
」

の

「

縁
門
」

を

朱

で

「

絶
観
」

と

訂
正
し

て

あ
る

。

　
P
本
二

〇
四

五

号
の

『

三

蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論
』

は

首

題
に

「

三

蔵
法
師
菩
提

達
摩
絶
観
論
」

と

あ
っ

て

本

文
形
式
は
、

質
問

、

答

語
の

大
小
は

な

く
全

体
が

同
列
の

問
答
の

継
続
と

な
っ

て

い

る

が
、

そ

の

特
色
は
一

度
「

可
言

絶
観
論
」

と

あ
っ

て

か

ら
、

さ

ら
に

十

四

ほ

ど

の

問
答
を
つ

け

加
え

、

そ
し

て

尾
題
に

「

観
行
法
為
有

縁

無

名

上

士

集
」

と

な
っ

て

い

る

こ

と
で

あ
る

。

　
北

京
本
の

『

観
行
法
為
有
縁
無
名
上

士

集
』

は

首
部
が

な

く
、

本
文

形

式
は

P
本
二

〇
四

五

号
と

ほ

ぼ

同
じ
で

「

可
言
絶

観
論
」

と

あ
っ

て

か

ら
、

や

は

り
十

四

ほ

ど
の

問
答
が

記
さ

れ
、

尾
題
は

「

観
行
法
為
有

縁
無
名
上
士

集
」

と

な
っ

て

い

る
。

　
P
本
二

〇
七

四

号
は

首
題
に

「

絶
観
論
」

と

あ
り

別
名
と
し

て

す
ぐ
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下
に

「

菩
薩
心

境
相
融
「

合
論
」

と
あ
り、

本
文
は

テ

ー
マ

が

変
る
た

び

に

縁
門
が

立
ち
て

質
問
し

た

こ

と

を

明

記

し
、

「

故
名
絶

観
論
」

と

あ
っ

て

か

ら

十
二

ほ

ど
の

問

答
を

加
え
て

い

る

も
の

の

途

中
で

終
っ

て

お

り
、

故

に

尾
題
も
欠
け
て

い

る
。

　
ペ

リ

オ

本
二

八

八

五

号
の

『

達
摩
和
尚
絶
観
論
』

は

首

題
に

「

絶
観

論
」

と

あ

り

別
名
と

し

て

す
ぐ

下
に

P
本
二

〇
七

四

号
と

同

様
「

菩
薩

心

境
相
融
一

合
論
」

と

あ
り

、

本
文
形
式
は

P
本
二

〇
七

四

と
ほ

ぼ
同

じ

で

あ
る

が

「

故
名
絶
観
論
」

と
あ
っ

て

か

ら
二

〇
七
四

号
よ

り

も
多

い

十
七
ほ

ど
の

問
答
を

つ

け

加

え
て

い

て
、

尾

題
は

「

達
摩
和
尚

絶
観

論
一

巻
」

と

あ
る

。

　
以
上

六

種

が

現
存
す
る

『

絶
観
論
』

で

あ
る

が
、

こ

の

六

種
の

『

絶

観
論
』

に

三

段

階
の

発
展
が

あ
っ

た

と

す
る
の

は

柳
田
聖

山

氏
の

御
指

　
　
　（
3

）

摘
で

あ
る

。

そ

れ
に

よ

れ

ば
、

そ

れ
ぞ

れ
の

首
題

、

本
文
形
式

、

尾
題

か

ら

見
て

も
わ

か

る

よ

う

に
、

石
井
本
と
P
本
二

七
三

二

号
は

同
系
統

で

あ
り

、

こ

れ

が

第
一

段
階
で

あ
る

。

本
文
形
式
か

ら
し

て

も
他
本
が

い

く
つ

か

の

間
答
を

加
え
て

い

る
の

も
本
来
の

形
で

は

な

く
、

こ

の

両

者
が

最
も
古
い

形
を

と

ど
め

て

い

る

と

思

わ

れ

る
の

で

あ
る

。

第
二

段

階
は

P
本
二

〇
四

五

号
と

北
京
本
で

あ
り、

第
三

段
階
は

P
本
二

〇
七

四

号
と
P
本
二

八

八

五

号
で

あ
る

。

こ

れ

ら

を

ま

と
め

て

表
示
し

た
の

が

次
の

如
く
で

あ
る

。

第
一

段
階
か

ら

第
三

段

階
ま
で

上

下
に

対
照
し

た

も
の

で

あ
る

。

牛
頭
宗
に

つ

い

て

（

木
南
）

［
『

入

羅
門
』

（

石

井
本
）

「
『

入

理
縁
門
』

（

・

二

七
三

二
）

本
文

縁
門
間
日
…
…

…

…
…

…

故
名
絶
観
論

縁
門
間
日

…
…
…

…
…

…

故
名
絶
観
論

尾
題

≡
蔵
法
師
菩
提

（ 達
P 摩
二 絶
○ 観
四 論
五

』

）

縁
門

塗
巻

窺
行
法
為
有
縁
無

（ 名
北 上

京 士

本 集
） 　』

難
壟
巻

首
題
　
三

蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論

（

欠
）

本
文
　
…
…
…

　

　
　
可
言
絶
観
論

　

　
　
十
四

問

答

（

首

部
欠
）

可
言
絶
観
論

十
四

問

答

尾

題

　
（

欠
）

一

譲
和
尚

鸛
塗
巻

二

二
二

N 工工
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牛
頭
宗
に

つ

い

て

（

木
南
）

　

さ

て

こ

の

『

絶
観
論
』

に

い

う

「

絶

観
」

と
は

何
で

あ
ろ

う
か

。

延

寿
の

『

宗
鏡
録
』

巻
八

十

四

に

　
　

夫
空
観
者
乃
一

切
観
之
根
本

。

従
7

此

次
入
二

仮
観

。

因
下

不
二

得
〆

仮
而
入
写

　
　

空
復
不
中

得
γ

空

而
入
君

仮
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

4
）

　
　

以
二

非
空
非
仮一

後
入
二

中
観
乃
至

絶
観
叩

と

あ
り
、

こ

れ
に

つ

い

て

柳
田

氏
は

次
の

よ

う

に

述
べ

て

お

ら

れ

る
。

　
　

絶
観
は

中
観
も
し

く
は

空
観
の

よ

う
で

あ
る

。

換
言

す
れ
ば、

新
し

い

世

　
　

界
が
一

挙
に

現
わ
れ
て

来
る

こ

と

で

あ
る

が
、

そ
れ
は

実
は

本
来
の

も
の

　
　

で

あ
り、

今
ま

で

何
か

に

さ

え

ぎ
ら
れ
て

見

え
な
か

っ

た
に

す
ぎ
な

い

と

　
　

い

う

事
で

あ

る
。

即

ち
「

本

来
自
然
」

、

「

本
来
本
然
」

の

実
在
で

あ
る
こ

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（

5
）

　
　

と

を

あ
ら
わ

す
こ

と

で

あ
る

。

　

で

は

こ

こ

で

『

絶
観
論
』

と

法
融
の

撰
述
と

さ
れ
て

い

る

と
こ

ろ
の

『

心

銘
』

に

つ

い

て

「

絶
観
」

と
い

う

点
か

ら

比

較
し

て

み

た

い
。

『

心

銘
』

で

「

絶
観
」

を

述
べ

て

い

る

と

思

わ

れ
る

箇
所

を

あ
げ
る

と

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

6
）

　
　

無
γ

帰

無
〆

受
絶
レ

観
忘
レ

守
。

と

あ
り

、

「

絶

観
」

と

は

本
来
無
心

な

る

が
故
に

観
ず
べ

ぎ
心

も
無
く
、

守
る
べ

き
心

も
無
し

と
い

い
、

さ

ら
に

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

7
）

　
　

欲
レ

得
二

心

浄冖

無
二

心

用
τ

功
。

縦
横
無
γ

照
最
為
二

微
妙
殉

と

あ

り
、

ま
た

、

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（

8
）

　
　

心
処
無
レ

境
境
処
無
レ

心
。

と
言
っ

て

「

絶
観
」

の

禅
風
の

根
基
と
な
る

無
心

に
つ

い

て
、

無
心

こ

二
一

四

そ
が

「

最
為
微
妙
」

で

あ
る

と

説
い

て

い

る

の

で

あ
る

。

さ

ら
に

両
者

を

比
較
す
る

と

『

絶
観
論
』

で

は

　
　

問
日
、

無
心
有
二

何
物
叩

答
日

、

無
心

即

無
物

、

無
物
即

天

真、

天

真
即

　
　
　
（

9）

　
　

大
道

。

と

あ
り
、

『

心

銘
』

で

は

　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

10
）

　
　

三

世

無
物
・

無
心

無
仏

。

と
い

い

両

者
共
に

無
心

無
物
の

天
真
の

大
道
に

は
、

本

来
解
脱

す
べ

き

何
ら
の

束

縛
も
な

く
、

得
す
べ

き

何
ら
の

証
悟
も
な
い

は

ず
で

あ

る

と

述
べ

て

い

る
。

ま

た

『

絶
観
論
』

で

　
　

縁
門
起
問
日、

若
不
γ

存
二

身

見
州

云

何
行
住
坐
臥
也

。

答
日

、

但
行
住
坐

　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

11
）

　
　

臥
休、

何
須
ノ

立
二

身
見
噌

と

あ
る
の

は

『

心

銘
』

の

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（

12
）

　
　

去
来
坐
立

、

一

切

莫
γ

執
。

と

あ
る

の

に

合
致
す
る

。

　

こ

の

よ

う
に

『

絶
観
論
』

と
『

心

銘
』

の

両

者
は

「

絶

観
」

の

根
基

と

な
る

無
心

に

つ

い

て

述
べ

て

い

る

点
に

つ

い

て

は
一

致

す
る
の

で

あ

る
が

、

一

方
鈴
木
大
拙
氏
の

よ

う
に

『

絶

観
論
』

と

『

心

銘
』

の

問
に

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

3工）

思
想
的
な
隔
り
が

あ
る

と

す
る

説
も
重
視
し

な

け
れ
ば

な

ら

な
い

の

で

あ
る

が
、

少
な

く
と

も
無
心
と
い

う

事
に

関
し

て

は

両
者
の
一

致
を

無

視
で

き
な
い

と

思
う
の

で

あ
る

。

さ
て

、

こ

の

よ

う
に

「

絶
観
」

を

無

心

と
い

う

立
場
か

ら

と

ら

え
て

来
る

と

考
え
て

い

か

な

け

れ
ば

な
ら
な

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

14
）

い

の

は

『

無
心

論
』

の

存
在
で

あ
る

。

『

無
心

論
』

は

「

釈
菩

提

達

摩

N 工工
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製
」

の

撰

号
を

有
し

、

そ
の

構
想
に

お

い

て
、

ほ

と
ん

ど

『

絶

観
論
』

と
同
じ
で

あ
る

。

即
ち

『

無
心

論
』

は

『

絶
観
論
』

同

様
二

人
を

仮
立

さ

せ

て

問

答
さ

せ
、

一

問
→

答
、

対
話
形

式
で

大

道
を

究
明

さ

せ

る

の

で

あ
る

。

即

ち

『

絶
観
論
』

で

は
、

　
　

云
二

何
名
7

心
、

云
二

何
安
心
→

と
い

う

問

答
に

始
ま

り
、

百
余
回
の

問
答
の

後
に

　
　

寂
然

無
〆

言
、

谿
然

大
悟

。

と

あ
る

の

に

対
し

『

無
心

論
』

で

は
、

初
め

に

　
　

弟
子

問
二

和
尚一
日

、

有
心

無
心

。

答
日

、

無
心

。

と
い

う

問
答
に

始
ま

り
、

十
余
回

の

問
答
の

後
、

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（

15
）

　
　

弟
子、

於
〆

是
怱
然

大
悟

。

と
あ
り

「

両
論
の

内
容
を

見
る

と

同
一

で

あ
る

と

言
っ

て

も
よ

い
。

ど

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（

16
）

ち

ら
か
一

つ

を

通

読

す
る

と
、

他
の

一

つ

は

自
ら

示

唆
せ

ら

れ
る
」

と

鈴
木

氏
が

述
べ

て

お

ら
れ

る

程
で

あ
る

。

　
さ
て

『

絶
観
論
』

が
牛
頭
法
融
の

撰
述
で

あ
る

こ

と

を
明
確
に

指

摘

し

た
の

は

圭
峰
宗
密
で

あ
る

と

思
わ
れ

る
。

即
ち

『

円
覚
経

大
疏
鈔
』

巻
第
十
一

に
、

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
（

71
）

　
　

故
牛
頭
融
大
師

、

有
二

絶
観
論
叩

の
一

文
が

、

そ
の

最
初
の

よ

う
で

あ
る

。

そ
こ

で

次
に

宗
密
の

と

ら

え

た

牛
頭
宗
が
何
で

あ
っ

た

の

か

を

さ

ぐ
っ

て

み

た
い

。

宗
密
は

『

門

覚

半
頭
宗
に

つ

い

て

（

木
南
）

経

大

疏
鈔
』

の

中
で

牛
頭
宗
の

名
を

あ
げ

、

　

　

言
本
無

事
者
是
所

悟
理

。

謂
心

擁
本
空

非
二

今
始
寂［

迷
7

之
謂
γ

有
。

所
以

　

　

生
二

憎
愛
等
情
→

情
生
諸
苦
所
γ

繋
。

　

　

夢
作
夢
受
故
了
二

達
本
来
無
等哨

即
須
喪
γ

己
忘
μ

情
。

　

　

情
忘
即

度
二

苦
厄
→

故
以
7

忘
7

情
為
二

修
行一

也
。

　

　

前
以
二

触
類
是
道
為
匸

悟、

而

任
財

心

是
修

、

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（

18
）

　

　
此

以
二

本
無
事
為
7

悟
、

忘
〆

情
為
γ

修
。

こ

の

よ

う
に

宗
密
は

諸
法
を

夢
の

如
し

と

み

て
、

本
来
無
事
な

る

を

悟

り
と

す
る
の

を

牛
頭
宗
の

教
え
で

あ
る

と

み

て

い

る

よ

う
で

あ
る

。

又

『

禅
門

師
資
襲
承
図
』

で

も
、

諸
法
を

夢
の

如
し

と

見
て

本
来

無
事
な

る

を

悟
り
と

し
、

本
来
無
事
な

ら
ば
心

も
境
も
本
よ

り
寂

と

な

る

と

い

い
、

本
来
空
寂
な

る

を

有
と

執
す
る

所
に

迷
い

が

生

ず
る

の

で

あ
っ

て
、

そ
こ

に

憎
愛

等
の

情
が

生
じ

、

情
が

生

ず
れ
ば

諸

苦

に

し
ば

ら

れ

る

の

で

あ
っ

て
、

本
来
無
事
を

知

る

為
に

は

己

を

な
く

し
、

情
を

忘
ず

　

　
　

　
　

　

　
（

19
）

べ

き
で

あ
る

と
い

い
、

牛
頭
宗
の

修
行
は

忘
情
に

あ
る

と

言

え
る

よ

う

で

あ
る

。

こ

の

宗
密
の

言
う
「

本
来
無
事
」

と
い

う
こ

と

は

先
程
述
べ

た

「

絶
観
」

と
通

じ

る

所
が

あ
る

の

で

は

な
い

だ

ろ
う

か
。

即
ち

宗
密

は

さ

ら
に

『

禅
源
諸
詮

集
都

序
』

の

中
で

、

空
を

宗
旨
と

す
る

泯
絶

無

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（

20
）

密
宗
の

中
に

牛
頭
宗
を

含
め
「

心

境
木

よ

り

寂
で

、

「

切
皆

無
を

説
く

」

と

言
っ

て

い

る
の

で

あ

る
。

こ

の

空
と
い

う
こ

と
こ

そ

「

絶
観
」

の

根

基
と

な
る

「

無
心
」

そ
の

も
の

だ

と

思
う

の

で

あ
る

。

冒
頭
に

「

絶
観
」

は

空

観
や

無
心
に

通
ず
る

も
の

と
述
べ

た

が
、

宗
密
は

こ

の

「

絶
観
」

を
こ

の

よ

う
に

と

ら

え
た

の

で

は

な
か

ろ

う

か
。

こ

の

宗
密
の

と

ら

え

一

二

五

N 工工
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牛
頭
宗
に

つ

い

て

（

木
南
）

た

本
来
無
事
を

説

く
牛
頭
宗
の

思
想
は

『

心

銘
』

で

見
れ
ば

鎌
田

茂
雄

　
　

　
（

21
）

氏
が

御
指
摘
の

よ

う
に

、

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（

22
）

　
　

境
随
レ

心

滅、

心

随
γ

境
無

、

両

所
不

生
、

寂
静

虚
明

と

あ．
り
、

さ

ら

に
、

　
　

心

性

不

生、

何
須
二

知
見峨

本
無一
二

法
→

誰
論
二

熏
錬一

往
返
無
〆

端
、

追

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（

23
）

　
　

尋
不
γ

見
、

一

切
莫
γ

作
、

明

寂
自
現

。

と

あ
る

よ

う
に

、

本

来
一

法
と

し

て

あ
る

こ

と

な
く
一

切
を
作
す
こ

と

莫
れ
、

と
い

う

立
場
に

た

つ

の

で

あ
る

。

さ

ら
に

『

絶
観
論
』

に

つ

い

て
、

こ

の

点
を

見

る

と
、

第
二

十
三

番
目
の

問

答
に

　

問
日、

云
三

何
為
二

道
本
噛

云
三

何
為
二

法

用
幻

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
（

24
）

　

答
日

、

虚
空
為
二

道
本
→

参
羅

為
二

法
用一

也
。

と

あ
り

道
本
と
か

法
用
と
い

う
こ

と

は
、

体
用

概
念
に

よ
っ

て

表
現
し

よ

う

と
し

て

い

る

が
、

虚
空
が

体
、

参
羅
が

用

と
い

う
こ

と

に

な
る

の

で

あ
る

。

参
羅
は

全
て

の

現
象
を

言

う
の

で

あ
る

か

ら
、

一

切
の

も
の

が

法
用
で

あ
る

と
い

う
こ

と
は
】

切
の

現
象
は

そ
の

本

質
か

ら
言

え
ば

虚

空
、

即
ち

空
な

る

も
の

で

あ
る
と
い

う
こ

と
に

な
る

。

さ

ら
に

第
二

十
七

間
答
で

、

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（

25
）

　
　

問
日

、

既
言
三

空
為
二

道
本

、

空
是
仏
不

。

答
日

如
是

。

と

あ
る

。

つ

ま

り

そ
れ
で

は

道
本
は

虚
空
即
ち

空
と
い

う

な
ら
ば

空
こ

そ
が

仏
な
の

だ
と

言
っ

て

い

る
。

こ

れ

ら
の

『

心

銘
』

や

『

絶
観
論
』

の

い

う

所
は

、

宗
密
の

と

ら

え
た

牛

頭
宗
に
一

致
す
る

点
が

あ
る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

さ

ら
に

宗
密
は

法

融
を

『

円

覚
経
大
疏
鈔
』

の

中

一

＝

六

で
、

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　
（

26
）

　

　

融
遂
於
二

牛
頭
山
→

息
レ

縁
忘
γ

情
修
二

無
相
理一

当
二

第
一

祖
殉

と

あ
り
法
融
の

禅
風
を

示

し
て

い

る

か

の

よ

う
で

あ
る

が
、

そ

れ
を
そ

の

ま

ま

信
ず
る
の

は

疑
問

な
の

で

あ
る

。

な

ぜ

な

ら
ば

『

絶
観
論
』

、

『

無
心

論
』

、

『

心

銘
』

、

宗

密
の

い

う

牛

頭
宗
が

共
に

「

絶
観
」

を
主

張
し

て

も、

肝
心
の

法

融
自
身
に

そ
の

よ

う

な

思
想
が

見
ら

れ

な
い

の

で

あ
る

。

即
ち

法
融
の

資
料
の

最
も

信
頼
で

き
る

『

続
高
僧
伝
』

を
は

じ
め
『

牛
頭

山

第
一

祖
融
大

師
新
塔
記
』

、

『

祖
堂
集
』

、

『

景

徳
伝
燈
録
』

を
見
て

も
、

法
融
の

禅

風
に

「

絶
観
」

が

見
ら
れ

な
い

の

で

あ
る

。

こ

の

様
に

し
て

見
て

み

る

と

「

絶

観
」

と
い

う

思
想

、

或
い

は

そ
の

「

絶

観
」

の

根
基
と

な

る

無
心

と
い

う

事
に

関
し

て

『

絶

観
論
』 、

『

無
心

論
』

、

『

心

銘
』

、

そ
し

て

宗
密
の

牛
頭
宗
に

対

す
る

「

本
来
無
事
」

と

い

う

批
評
は
…

致
す
る

の

で

あ

る
が

『

心

銘
』

に

「

牛

頭
山

初
祖

法
融

禅
師
心

銘
」

の

名
が

あ
る

か

ら

と

言
っ

て
、

今
ま

で

述
べ

て

来
た

「

絶

観
」

の

思

想
一

致
を
も
と

に

そ
の

ま
ま

『

絶
観
論
』

、

『

無
心

論
』

、

『

心

銘
』

が

法

融
の

撰
述
で

あ
る

と

は

言
え

な
い

で

あ

ろ

う
。

　

で

は
一

体
宗
密
の

と

ら

え
た

牛
頭
宗
と
は

何
で

あ
っ

た

の

だ

ろ

う

か
。

こ

の

宗
密
の

牛

頭
宗
に

対
す
る

批
評
に

つ

い

て

関
口

真

大

氏

は

『

円
覚
経

大
疏
鈔
』

が

保
唐
宗、

洪
州
宗

、

牛
頭
宗
の

三

家
の

比

較
を

試
み
て

い

る

点
か

ら
、

宗
密
の

い

う

牛
頭
宗
は

法
欽
を

示
し

て

い

る
の

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（

幻
）

で

は

な
か

ろ

う
か

と
述
べ

て

お

ら

れ

る
。

確
か

に
、

三

家
の

比
較
と

し

て

年
代
を

見
れ
ば

、

こ

の

牛

頭
宗
は

玄

素
の

弟
子
の

法

欽
で

は

あ
る

が
、
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そ
の

法

欽
の

禅
風
か

ら
す
る

と
、

ど

う

も

う
な
ず
け

な
い

の

で

あ
る

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（

28
）

即
ち

法

欽
の

禅
風
を

『

杭
州
径
山

寺
大
覚
師

碑
銘
』

や

『

宋
高
僧
伝
』

、

『

景
徳
伝
燈
録
』

で

見
て

み

て

も
宗
密
の

言
う
牛
頭

宗
と

は
一

致
し

か

ね

る

の

で

あ
る

。

そ
の

伝
記
が

不
明
確
で

あ
る

と
い

う
こ

と

も

あ
る

が

牛

頭
宗
二

祖

智
厳

、

三

祖

慧
方

、

四

祖
法
持

、

五

祖
智
威
に

も
「

絶

観
」

の

思
想
は

見
ら
れ
な
い

。

一

体
宗
密
の

と

ら
え
た

牛
頭
宗
は

何
で

あ
ろ

う

か
、

宗
密
の

と

ら

え
た

牛
頭
宗
は

伝
燈
録
に

言
う
法
融
で

は

な

く
、

『

絶

観
論
』

や

『

心

銘
』

を

通
し

て

見
た

法
融
で

は

な
い

だ

ろ

う
か

と

私
は

推

察
す
る

も
の

で

あ
る

。

い

え
、

『

絶

観
論
』

や
『

心

銘
』

を
通

し
て

見
た

法
融
と
い

う

よ

り

は
、

『

絶

観
論
』

、

『

心

銘
』

そ
の

も
の

を

通
し

て

牛

頭
宗
を
と

ら

え
た
の

で

は

な
い

だ
ろ
う
か

。

そ
こ

に

神
会
の

影
響
が
加
わ

っ

て

い

る

こ

と
は

後

述
す
る
こ

と

に

し

て
、

と

り

あ
え
ず

問

題
と

な
る

の

は

牛
頭
宗
六

祖
で

あ
る

。

　

即
ち

従
来
牛
頭
宗
の

六

祖
は

牛
頭
慧
忠

と
さ

れ
て

い

る

が
、

諸
先
生

方
の

御
研
究
に

よ

り

慧
忠
同

様
に

五

祖

智
威
に

参
じ
た

鶴
林
玄
素
も
ま

た

慧
忠
に

劣
ら
ぬ

ほ

ど
の

禅
者
で

あ
り、

こ

の

玄
素
を

牛
頭
宗
六

祖
と

す
る

資
料
も
数
多
く

あ

る
の

で

あ
る

。

即
ち

牛
頭

宗
内
で

は
、

こ

の

玄

素
こ

そ
が

六

祖
で

あ
っ

た
の

で

は

な
い

か

と
い

う

疑
い

も
生
じ
て

来
る

の

で

あ
る

。

　
牛

頭
宗
に

関
す
る

資
料
の

中
で
、

こ

の

玄
素
を
六

祖
と

し

て

み

て

い

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（

29
）

る

も
の

に

李
華・
の

『

潤

州
鶴
林
寺
故

径
山

大
師
碑
銘
』

、

『

故
左
渓
大
師

（

30
）

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

（

31
）

碑
』

、

白
居
易
の

『

西

京
興

善
寺
伝
法
堂

碑
銘
』

、

李
吉
甫
の

『

杭
州
径

　
　

牛
頭
宗
に

つ

い

て

（

木
南
）

　

　
　
　

　
　
（

32
）

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（

33
）

山

寺
大
覚
禅
師

碑
銘
』

、

劉

禹
錫
の

『

牛
頭
山

第
一

祖
融
大
師
新

塔
記
』

が
あ
る

。

こ

れ

に

対
し

て

牛

頭
慧
忠
を
六

祖
と
す
る

も
の

に

圭
峰
宗
密

　

　
　
　

　
　
（

鍬
）

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
（

詬
）

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

（

36
）

の

『

円
覚
経
大
疏
鈔
』 、

『

禅
門
師

資
承
襲
図
』

、

そ
し

て

『

祖
堂

集
』

、

　

　
　
（

訂
）

　

　

　

　

　

　
　
（
38
）

『

宋
高
僧
伝
』

、

『

景
徳
伝
燈
録
』

等
で

あ
る

。

こ

こ

で

注
目

す
べ

き
こ

と
は

、

慧
忠
を
六

祖
と

す
る

資
料
の

中
で

最
も
早
い

も
の

は
、

宗
密
の

『

円
覚
経
大
疏
鈔
』

と

『

禅

門
師
資
承
襲
図
』

で

あ
る

こ

と

1
即
ち

宗

密
に

よ

っ

て

初
め

て

六

祖
慧
忠
な
る

名
が

生
ま
れ

た
こ

と
で

あ
る

。

し

か

も
玄
素
を

六

祖
と
す
る

資
料
は

『

牛
頭

山

第
一

祖
融

大
師
新
塔
記
』

を

除
い

て

は
、

い

ず
れ

も
宗
密
よ

り

早
い

時
代
に

作
ら

れ
た

も
の

で
、

つ

ま

り
は

宗
密
よ

り

早
い

時
代
に

お

い

て

は

慧
忠
よ

り

も
玄
素
を

六

祖

と
し

て

い

た

よ

う
で

あ
る

に

も

か
か

わ
ら

ず
、

宗
密
は

慧
忠
を
六

祖
と

し
、

後
世
の

『

祖
堂

集
』

、

『

宋
高
僧
伝
』

、

『

景
徳
伝
燈
録
』

は

こ

れ
を

承
け
て

慧
忠
を
六

祖
と

し

た
よ

う
で

あ
る

。

　
で

は
一

体
何
故
に

宗
密
は

慧
忠
を
六

祖
と
し

た

の

で

あ
ろ

う

か
。

そ

れ
に

は

宗
密
の

と

ら

え
た

牛
頭

宗
が

何
で

あ
っ

た

の

か

を

考
察
し

な

け

れ
ば

な
ら

な
い

の

で

あ
る

が
、

そ

れ
は

先
程

述
べ

た
よ

う
に

、

宗
密
の

と
ら

え
た

牛

頭
宗
は

『

絶
観
論
』

や

『

心

銘
』

を

通
し

て

の

こ

と

で

あ

ろ

う
と

私

は

思
う

。

こ

の

点
を
ふ

ま

え
て

考
え
て

み

た

時
、

宗
密
の

と

ら
え
た

牛

頭
宗
の

六

祖
は
、

玄
素
よ

り
慧
忠
の

方
が

は

る

か

に

近
か

っ

た
の

で

は

な

か
っ

た

か

と

私
は

考
え
る

。

即

ち

慧
忠
に

は

『

見
性

序
』

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

39
）

な

る

著
述
が

あ
り

「

精
旨
妙

密
に

世
に

行
な

わ
れ
て

い

た
」

と

『

宋
高

僧
伝
』

に

あ
り
、

そ
の

引
用
が

『

宗
鏡
録
』

巻
九
十
八

に

あ
る

こ

と
が

一

二

七
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

牛
頭
宗
に

つ

い

て

（

木
南
）

知

ら

れ
て

い

る
。

そ
れ

を
見
る

と
、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
（

如
）

　
　
一

切

諸
法、

本
自
不
γ

生、

今
則
無
滅

。

と

あ
り

『

心
銘
』

や

『

絶
観
論
』

の

思
想
と

通
じ
る

点
も

見
い

出
せ

る

の

で

あ
る

。

つ

ま

り

宗
密
は

『

心

銘
』

や

『

絶
観
論
』

を

通
し

て

牛
頭

宗
を

批
評
し

、

そ
れ

に

適
し

た

六

祖
は

玄
素
よ

り

も

慧
忠
で

あ
る
と

し

た
こ

と
が

推

察
さ

れ

る
。

加
え
て

華
厳
の

四

祖
で

あ
る

清
凉
澄

観
が

玄

素
よ

り

も
慧
忠
や

法

欽
に

学
ん

で

い

る

こ

と

も
宗
密
に

し

て

み

れ
ば

、

一

つ

の

要
因
で

あ
っ

た

か

も
知
れ

な
い

。

ま
た

『

碑
銘
』

が

全
て

玄
素

を

六

祖
と
し

た
の

は
、

そ
の

撰
者
が

宗
密
と
は

異
な
っ

た
一

般
人
で

あ

っ

た

為
、

考
え

方
と

し
て

、

慧
忠
よ

り

弟
子
の

多
い

高
名
だ
っ

た

玄
素

を

六

祖
と
し

て

も
不

思

議
は

な
い

よ

う

に

も
思
え

る
。

四

　

さ

て
、

こ

こ

で

考
え
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

の

は

牛

頭

宗
、

或
い

は

『

絶
観
論
』

が

出
現
し

て

来
る

背
景
で

あ

る
。

牛

頭
宗
が

禅
宗
と

か

か

わ

り

あ
い

を

持
つ

の

は

言
う

ま
で

も
な

く

牛
頭
宗
四

祖
法
持
が

禅
宗
五

祖
弘
忍
の

十

大
弟
子
に

数
え
ら

れ
た
の

が
、

そ
の

最
初
で

あ

り

文
献
に

そ
れ
が

現
わ

れ
る
の

は

宗
密
の

『

禅
門
師

資
承
襲
図
』

か

ら
で

あ
る

。

　

　
　
　

　
　
　

　
（

41
）

即
ち

同
書
に

「

江
州
寧
持
」

と

あ
り

、

こ

の

江
州
寧
持
は

法
持
が

江
寧

の

人
で

あ
る

か

ら

江

寧
持
と

あ
っ

た

の

を

「

州
」

の

字
が

加
わ
っ

た

と

見
れ
る

も
の

で

明
ら
か

に

法
持
で

あ
ろ

う
。

と
い

う
こ

と

は

宗
密
以

前

に

そ
の

よ

う

な
主

張
が

あ
っ

た
の

で

あ
ろ

う

と

私

は

思

う
。

然
る

に

一

二

八

『

楞
伽
師
記
』

の

弘
忍
の

十
大
弟
子
の

中

に

は
、

こ

の

法
持
が

含
ま

れ

て

い

な
い

。

で

は

こ

の

主

張
は

、

い

か

に

し

て

成
っ

た

の

で

あ

ろ

う

か
。

一

つ

に

は

『

続
高
僧
伝
』

に

よ

っ

て

菩
提
達
摩

、

或
い

は

求
那
跋

陀
羅
以
来
の

『

楞

伽
経
』

の

伝
統
を
主
張

し

始
め

た

所
謂
北

宗
の

人
々

に

対
し

て
、

牛
頭
山

に

お

い

て

も
弘
忍

ー
法

持
を

主

張
し

た
の

は

当
然

で

あ
る

と
い

う

考
え
方

。

そ
し

て

今
一

つ

は
、

弘

忍
の

弟
子

た

ち
は

江

の

南
北
に

ま
で

、

そ
の

勢
い

を

広
め

て

い

た
で

あ
ろ

う
し

、

又

法
持
も

牛
頭
山

と

金

陵
を

中
心

に

江

南
の

仏
法
を

再

興
し

た

と
す
る

点
を
ふ

ま

え
て

、

此
の

地
に

お

け
る

伝
統
が
一

つ

に

結
ぴ

あ
っ

た

と

す
る

考
え
で

あ
る

。

先
に

述
べ

た

よ

う

に
、

こ

こ

に

神
会
の

影

響
が

あ
っ

た
の

で

あ

ろ

う

と

す
る

の

は

柳
田

聖
山

氏
の

御
指
摘
で

あ

る
。

　
即
ち

北

宗
禅
の

伝
統
を

確
立
し
た

『

楞
伽
師

資
記
』

に

対
し
て

自

派

の

伝
統
を

主

張
す
る
後
世
の

『

宋
高
僧
伝
』

に

は

法
持
が

弘
忍
の

十
大

弟
子
に

数
え

ら

れ
て

い

る

の

で

あ
っ

て
、

そ

し
て

そ
の

『

楞

伽
師
資
記
』

成
立

の

頃
は

北

宗
の

伝
統
に

対
決
し

て
、

南
宗

恵
能
の

法
を
つ

ぐ

荷
沢

神
会
が

自

派
の

正

統
を

主

張
し

た

時
期
な
の

で

あ
る

。

そ
し
て

北
宗
の

伝
統
に

対

し

て

神
会
が

恵
能
を

正

統
で

あ
る

と

主

張
し

た

と

同

様
に

北

宗
に

対
し

、

或
い

は

恵
能

ー
神
会
に

対
し

、

自
派
の

主
張
を
し

よ

う

と

し
た

時
、

南
北
の

い

ず
れ

に

も

属
さ

ず
、

恵
能
よ

り

古
い

時
代
で

分
派

し

た

事
を
示

さ

ん

と
し

、

弘
忍
の

十
大
弟
子
に

法
持
を

入
れ

さ

ら
に

道

信
と

法
融
の

付
法
を

述
べ

た
の

で

あ
る
と

考
え

ら

れ

る
。

そ

し
て
、

こ

の

道

信
と

法

融
の

付
法
の

説

は
、

自
ら

牛
頭
宗
六

祖
と
名
乗
る

鶴
林
玄

N 工工
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素
の

『

潤
州
鶴
林

寺
故
径
山
大
師
碑
銘
』

や
左

渓
玄
朗
の

『

故
左

渓
大
師

碑
』

に

記
さ

れ
、

こ

れ

ら
の

碑
文
が

撰
せ

ら

れ
る

時
期
と

神
会
の

活
躍

す
る

時
期
は

共
に
一

致
し

、

八

世

紀
中
頃
で

あ
る

。

柳
田
氏
が

述
べ

て

お

ら
れ

る

様
に

確
か

に

道
信
−
法

融
、

そ
し

て

牛
頭

宗
六

祖
説
は

八

世

紀
中
頃
と

考
え

ら

れ
る

の

で

は

あ
る

が
、

弘
忍
の

十
大

弟
子
の
一

人
と

し

て

の

法
持
が

主
張
さ

れ
た

の

は
、

む
し

ろ

牛
頭
宗
六

祖
説
確
立
の

後

で

は

な
い

か

と

私
は

考
え
る

。

な

ぜ
な

ら
ば

先
に

言

う

玄
素
や

玄
郎
の

碑
に

、

こ

の

弘

忍
と

法
持
の

こ

と
が

全
く
記
さ

れ
て

い

な
い

か

ら
で

あ

る
。

も
し
こ

の

六

祖
説
の

確
立

す
る

以

前
に

或
い

は

そ
の

頃
に

、

弘
忍

ー
法
持
の

確
か

な

主

張
が

あ
っ

た
の

な

ら
ば

、

当
然
こ

の

碑
に

記
さ

れ

る

で

あ
ろ
う

。

碑
の

撰
者
の

李
華
が

没
し

た
の

は

七

六
六

年
で

あ
る

か

ら
、

恐
ら
く
は

そ
の

後
で

は

な
い

だ

ろ

う

か
。

そ
し

て
、

そ
れ
は

丁

度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　

（

42
）

『

絶
観
論
』

が

出
現
し

て

来
る

時
代
な
の

で

あ
る

。

な

ぜ

な
ら
ば

、

現

存
す
る

六

種
の

異
本
の

う
ち

先
に

述
べ

た

三

段
階
の

発
展
説
の

中
で

、

最
も
古
い

形
に

属

す
る
ペ

リ

オ

本
二

七
三

二

号
に

貞
元
十

年
七

九
四

年

の

奥
書
き
が

あ
る
か

ら
で

あ
る

。

も

し
、

こ

の

奥
書
き
が

正

し

け

れ

ば
、

『

絶
観
論
』

　
に

も
、

神
会
の

北
宗
に

対

す
る

自
派

主
張
の

影

響
i

つ

ま

り

牛
頭
宗
自

身
の

自
派

主
張
が

現
わ

れ

る
の

は

当

然
で

あ
ろ

う
。

さ

ら

に

言
え
ば

、

神
会
が

北

宗
に

対
し

て

自

派
を

主
張
し

た

影
響
を

受

け
、

牛
頭
宗
が

、

一

つ

に

は

北

宗
に

、

一

つ

に

は

恵
能

−
神
会
に

対
し

て

自
派
を

主

張

す
る

時
、

そ
こ

に

『

絶
観
論
』

な

る

も
の

が

出
現
す
れ

ば

達
摩
の

宗
旨
と

し
て

、

そ
れ

を
自
分
達
の

綱
要
書
と

し

て

用
い

、

撰

牛
頭
宗
に

つ

い

て

（

木
南
）

者
に

初
祖
の

法
融
を

か
つ

ぎ
出

す
の

は

当
然
の

動
き
と

言
え
る
の

で

は

な

か
ろ

う
か

。

そ
し

て

こ

の

『

絶
観
論
』

に

神
会
を

意
識
し

て

い

る

面

が

あ
る

と
す
る

の

は

柳
田

氏
の

御
指

摘
で

あ
る

。

神
会
が

北
宗

禅
を

排

撃
し
て

止
ま
ぬ

所

以
は

、

無
念
為
宗
を

知
ら
な
い

為
で

あ
り

、

禅
を
頓

漸
の

二

門
に

分
か

つ

べ

き
基
準
も

、

無
念
を

見
る

と

見
ざ
る
と

に

あ
る

よ

う
で

あ
る

。

そ
し

て
、

こ

の

神
会
に

対
し

て

『

絶
観
論
』

の

第
一

段

の

問
答
に

、

　
　
無
念
即

無
心、

無
心

即
真
道

、

無
心

即

無
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

43
）

　
　
無
物
即

天

真
、

天
真
即

大
道

と

あ

り
、

又

第
三

段
の

問

答
で

、

　
　
縁
門
間
日

、

凡

夫
有
ノ

身
、

亦
見
聞

覚
知
゜

　
　
聖
人
有
レ

身
、

亦
見
聞

覚
知

。

中
有
二

何
異
鱒

　
　
答
日

、

几
夫
眼
見
耳
聞

、

身
覚
意
知

。

聖
人
不
γ

爾
。

見
非
二

眼
見
蝋

乃
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
（

44
）

　
　

智
非
二

意
知
殉

何
以
故

、

過
二

根
量一

故
也

。

と

あ
る

。

こ

こ

を

柳
田

氏
は

、

　
　

道
を

体
と

せ

る

聖

者
の

見

聞
覚
知
が
、

眼
に

見、

意
に

知
る

そ
れ
で

な
い

　
　
こ

と、

一

切
の

根
量
を

絶
す
る

も
の

で

あ
る

と

す
る

の

は
、

明

ら
か

に

神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
（

45
）

　
　

会
よ

り
出
で

て
、

神
会
を

超
え
て

い

る
。

と

ま
で

述
べ

て

お

ら

れ

る
。

さ

ら

に

は

『

心

銘
』

に

お

い

て

も
、

　
　

心

性
不

生
、

何
須
二

知

見一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

46
）

　
　

本
無一一
一

法
→

誰
論
二

熏
錬
噸

と

あ
っ

て
、

神
会
を
意
識
し

て

い

る

よ

う
で

あ
る

。

一

二

九
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牛
頭
宗
に

つ

い

て

（

木
南
）

　
こ

の

『

絶
観
論
』

の

第
一

段
の

問

答

は
、

『

絶
観
論
』

と
『

心

銘
』

の

両
者
が

「

絶
観
」

の

根
基

と
な
る

「

無
心
」

に
つ

い

て
一

致
を
す
る

部
分
で

あ
り

、

そ
し

て

『

心

銘
』

の

部

分
は

、

宗
密
の

と

ら

え
た

牛
頭

宗
に
一

致
す
る

。

即
ち

宗
密
が
と

ら

え
た

牛

頭

宗

は

『

絶
観
論
』

や

『

心

銘
』

を
通
し
て

の

こ

と
で

あ
る

な

ら
ば

、

宗
密
は

『

絶
観
論
』

や

『

心

銘
』

に

神
会
が

意
識
さ

れ
て

い

た

こ

と

を

知
っ

て

い

た

事
に

な

る
。

し

か

し

宗
密
は

自
ら

神
会
の

系
統
を
主

張

す
る
の

で

あ
る

か

ら
、

『

絶
観
論
』

や

『

心

銘
』

を
、

つ

ま

り

牛
頭
宗
そ
の

も
の

を
南
宗
よ

り

低
く

考
え

、

『

禅
源
諸
詮

集
都
序
』

の

中
で

「

泯
絶
無
寄
宗
」

と

批
評

し

た
の

で

あ
ろ
う

。

　
　
二

混
絶
無
寄
宗
者、

説
凡
聖
等

法
、

　
　
皆
如
二

夢
幻
→

都
無
二

所
有
→

　
　
本
来
空
寂

、

非
二

今
始
無
→

即
此
達
γ

無
之
智

、

亦
不

可
得

、

　
　

平
等
法
界

、

無
γ

仏
無
二

衆
生
→

　
　
法
界
亦
是
仮
名

。

心

既
不
ノ

有

　
　

誰
言
二

法
界
叩

無
；

修
不

修
｛

　
　

無
二

仏
不

仏
輪

設

有
三

一

法
、

　
　

勝
二

過
涅
槃
→

我
説
三

亦
如
二

夢
幻
殉

　
　

無
二

法
可
＃

拘、

無
二

仏
可
τ

作
、

　
　

凡
有
二

所
作
→

皆
之
迷
妄

。

　
　

如
γ

此

了
達、

本
来
無
事

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

47
）

　
　
心

無
二

所
寄→

方
免
二

顛
倒
→

始
名
二

解

脱
→

泯
絶
無
寄
宗
と

は
、

一

切
を

否
定
し
た

空
寂
を

も
っ

て

宗
旨
の

根
本
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

二

二

〇

す
る

宗
を

述
べ

て

い

る
の

で

あ
る

。

こ

れ

は
、

こ

の

『

禅
源
諸
詮

集
都

序
』

に

限
ら

ず
『

円
覚
経
大
疏
鈔
』

、

『

禅
門
師
資
承

襲
図
』

に

も
述
べ

ら
れ
て

い

る
。

鈴
木
大
拙
氏
の

「

無
住
の

無
念
観
に

似
た

も
の

に

法

融

　
　
　
　
　
（
48
）

の

無
事
観
が

あ
る
」

と
い

う

考
え

に

た

ち
、

そ
の

無
住

に

対
す
る

批
判

が
、

宗
密
の

動
機
と

す
る

考
え
が

許
さ

れ
る

な

ら
ば
、

宗
密
が
こ

の

よ

う

に

牛
頭
宗
を

と

ら

え
た
の

も
当
然
と
言
え
る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か
。

そ
し

て

後
世
の

『

祖
堂
集
』

、

『

宗
鏡
録
』

、

『

景
徳
伝
燈
録
』

等
は

、

こ

れ
を
承

け

た

も
の

で

あ
っ

て
、

　
『

続
高
僧
伝
』

に

記
さ

れ

る

法
融
と

の

相
遼
は

こ

こ

に

そ
の

原
因
が

あ
る

の

で

あ

ろ

う
。

『

祖
堂
集
』

の

系

譜
で

牛
頭
宗
を

「

四

祖
下
傍
出
」

と

し

て
、

慧
融

、

智
厳

、

慧
方

、

法

持
、

智
威

、

慧
忠

、

馬
素

、

道

欽
、

鳥
案
と

九

人
を

あ
げ
「

巳
上

九
人

　
　

（

49
）

則
空
宗
也
」

と

あ
る

の

は
、

こ

の

宗
密
の

牛
頭

宗
に

対
す
る

と
ら

え

方

を
、

そ
の

ま

ま

承
け
た
の

で

あ
ろ

う
。

五

　

神
会
の

影

響
に

つ

い

て

述
べ

て

き
た

が
、

こ

こ

で

『

絶
観
論
』

の

撰

者
の

問
題
に

触
れ
て

み

た
い

。

従
来

、

諸
先
生
方
の

御
研
究

に

よ

り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

50
）

数
多
く
の

議
論
が

な
さ

れ
て

き
た

。

こ

れ

ら
の

内
、

菩
提
達
摩
説
と

牛

頭
法
融
説
が

現
在
有
力
で

あ
り、

特
に

法
融
撰
述
説

は
、

関
口

真

大
氏

に

よ
っ

て

積
極
的
に

進
め

ら

れ

今
日

最
も
有
力
な

説
で

あ
る

。

即

ち

関

口

氏
に

よ

れ

ぽ
次
の

様
で

あ
る

。

　

第
一

に

『

伝
教

大
師
将
来

越
州
録
』

に

『

絶
観
論
』

一

巻
な

る

も
の

N 工工
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（

51
）

が

記
さ
れ

、

伝
教

大
師
は

入

唐
し
て

牛
頭
禅
を

伝
え
た

と

言
わ

れ

る

事

や、

『

内

証
仏
法
相
承

血
脈
譜
』

に

言
う

様
に

、

将
来
し

た

禅
宗
典
籍

は

牛
頭
系
の

も
の

が

大
部
分
を

占
め

て

い

た

事
や

、

こ

の

『

越
州
録
』

の

『

絶

観
論
』

一

巻
は

、

法
融
の

撰
述
と

し
て

知

ら

れ
る

『

法
華
経
名

相
』

一

巻
と

並
ん

で

書
か

れ
て

い

る

事
。

　

第
二

に

は

「

絶
観
」

と
い

う

特
殊
な
用
語
と

、

思
想
が

牛
頭
宗
内
に

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
（

留
）

用
い

ら
れ

て

い

て
、

法
融
の

名
の

あ
る
『

牛
頭

山

初
祖
法
融

禅
師
心

銘
』

に

そ

れ
が

あ
る

事
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（

53
）

　

第
三

は

『

円

覚
経

大
疏
鈔
』

巻
十
一

上
に

記

さ

れ
て

い

る
一

文
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

騒
）

　

第
四
は

『

宗
鏡
録
』

巻
九

十

七
の
一

文
。

　

第
五

は

『

宗
鏡

録
』

巻
九

と

『

絶
観
論
』

十
六

、

十
七

問
答
と
の

対

　

　
　
　

晦

　

　
　
　
上

　

　
　
　
『

宗
鏡
録
』

巻
三

十

と

『

絶

観
論
』

第
五

問

答
、

並
び

に

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

56
）

　

　
　
　
『

心

銘
』

と
の

対
比

。

　

　
　
　
『

宗
鏡
録
』

巻
七

十
七
と

『

絶
観
論
』

第
二

十
三

、

二

十

四

　

　
　
　
　
　
　
（

訂
）

　

　
　
　
問

答
の

対
比

。

第
六

は

『

祖
堂
集
』

法
融
伝
と

『

絶
観
論
』

の

第
五

か

ら

第
十
問
答
ま

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（

58）

　

　
　
　
で

の

対
比
で

あ
る

。

　

以

上
を

も
っ

て

関
口

氏
は

牛
頭
法
融
撰
述
説
を

主

張
さ

れ
る
の

で

あ

る

が
、

私
の

考
え

は
、

結
論

か

ら
言
っ

て
、

こ

の

御
指
摘
に

対
し

て

若

干
の

疑
問

を

生
ず
る

の

で

あ

る
。

以

下
は

、

そ
の

疑
問
点
を

述
べ

る

も

の

で

あ
る

。

牛
頭
宗
に

つ

い

て

（

木
南
）

　
ま

ず
『

伝
教
大
師
越

州
録
』

に
つ

い

て

は
、

最
澄
が

入

唐
し

た
の

が

延

暦
二

十
三

年
（

八

〇
四

年
）

、

そ
し

て

翌

年
に

帰
朝
し

て

い

る
。

そ

れ

は
、

当
に

牛
頭
宗
の

六

祖
説
が

主

張
さ

れ

て
、

碑

銘
に

そ

れ

が

記
さ

れ
、

弘

忍
の

十

大
弟
子

に

法
持
が

数
え
ら

れ
、

宗
密
が

初
め

て

『

絶

観

論
』

の

存
在
を
述
べ

、

ペ

リ

オ

本
二

七

三
二

号
が

出
現
し
て

来
た
時
代

な
の

で

あ
る

。

即
ち

、

牛
頭

宗
が

自

派
を

主
張
し

、

法

融
が
『

絶
観
論
』

の

撰
者
に

か

つ

ぎ
出
さ

れ
て

い

た

時
期
と

見
れ

る
の

で

あ
る

。

　

『

心

銘
』

に

お

い

て

は
、

確
か

に

『

絶
観
論
』

と

そ
の

思

想
が

類
似

し
、

「

牛
頭
山

初
祖
法
融
禅
師
心

銘
」

と

名
が

あ
る

が
、

し

か

し

「

心

銘
」

は

確
実
に

法
融
の

撰
述
な
の

で

あ
ろ

う
か

。

先
に

述
べ

た

様
に

神

会
を

意
識
し

た

と
い

う

点
を
ふ

ま

え
た

時
、

そ
れ
は

神
会
以

後
の

撰
述

と
い

う

事
に

な
り

、

『

絶
観
論
』

を

法
融
の

撰
述
に

す
る

主
張

と

同

様

に

『

心

銘
』

に

法
融
の

名
を

与
え
た

と
い

う
、

大
胆
な
推
論

も
成

り
立

つ

の

で

あ
る

。

　

『

円

覚
経
大
疏
鈔
』

の
一

文
は

宗
密
に

よ

る

も
の

で

あ

る
。

宗
密
が

牛
頭
宗

を

『

絶
観
論
』

や

『

心

銘
』

で

捕
え
た

と

見
れ
ぽ

、

そ
こ

に

神

会
の

影

響
が

加
わ
っ

て

い

た

の

を
当
然
知
っ

て

い

た

は

ず
で

あ
る

。

し

か

し

そ

れ

を

無
視
し

て

「

泯
絶
無
寄
宗
」

と
評
し

た

の

で

あ
る

が
、

こ

の

宗
密
の

い

う
泯
絶

無
寄
宗
は

『

絶
観
論
』

や

『

心

銘
』

を

南
宗
よ

り

も
低
い

も
の

と

す
る

宗
密
の

意
図
が
あ
っ

た
の

で

あ
ろ

う
。

牛
頭
宗
が

泯
絶
無
寄
宗
と

評
さ

れ
る

の

は

『

絶
観
論
』

や

『

心

銘
』

の

故
な
の

で

あ
る

。

そ
し

て
、

法
融
は

当
然
『

続
高
僧
伝
』

に

記
さ

れ
る

も
の

と

違

二

二
一
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牛
頭
宗
に

つ

い

て

（

木
南
）

う

法
融
が

登
場
し

、

こ

の

両
者
が

合
い

、

宗
密
は

『

融
大
師
絶
観
論
』

と

呼
ん

だ
の

で

は

な
い

だ

ろ

う

か
。

加
え
て

牛
頭
宗
自
身
に
『

絶

観
論
』

を

通
し

て

自

派
の

主

張
を
し

た
こ

と

を

宗
密
は

知
っ

て

い

た

の

で

あ

る
。

そ
の

撰
者
は

、

宗
密
自
身
も

、

又

牛
頭
宗
自
身
も

、

初
祖
の

法
融

な
の

で

あ
る

。

更
に

法
融
に

『

絶

観
論
』

あ
り

と

す
る

も
の

も
、

牛
頭

宗
六

祖
は

慧
忠
で

あ
る

と
す
る

の

も
、

共
に

宗
密
が

そ
の

最
初
の

様
で

あ
る

。

こ

の

両
者
が

、

宗

密
の

構
想
の

中
で

全
く

無
関
係
で

あ
っ

た

と

は

考
え
ら

れ

な
い

。

『

心

銘
』

や

『

絶
観
論
』

に

よ
っ

て

牛
頭
宗
を

捕

え、

そ

れ
を

涙
絶
無
寄
宗
と

し
、

法
融
の

像
を

決
し

、

『

融
大
師
絶
観

論
』

と

呼
ぶ

宗
密
の

構
想
に

お

い

て
、

牛

頭
宗
六

祖
に

慧
忠
を
あ
げ
た

と

も

考

え
ら

れ
る

の

で

あ
る

。

　

『

宗
鏡
録
』

巻
九
十
七

の
〕

文
、

同
じ

く
巻
九

、

巻
三

十
、

巻
七

十

七
、

そ
し
て

『

祖
堂
集
』

と

『

絶
観
論
』

、

『

心

銘
』

に

つ

い

て

の

対
比

に

お

い

て
、

問
題
と

な
る

の

は

『

宗
鏡
録
』

、

『

祖
堂
集
』

共
に

宗
密
の

見
解
を
承

け
て

い

る

と

い

う
事
で

あ

る
。

即
ち

『

続
高
僧
伝
』

に

記
さ

れ
る

法

融
と

『

祖
堂
集
』

以
後
の

法
融
は

全
く
異
な
っ

て

い

る
の

で

あ

る
が

、

こ

の

『

祖
堂
集
』

以
後
の

法
融
の

像
を

決
め

た
の

は

宗

密
の

泯

絶
無
寄
宗
で

あ
ろ

う
。

つ

ま

り
昨

年
の

印
仏
で

も

述
べ

た

様
に

『

祖
堂

　

　
　
　

　
　
（

59）

集
』

で

い

う

「

空

宗
」

と

は
、

こ

の

宗
密
の

い

う

泯
絶
無
寄
宗
に

他
な

ら

な
い

か

ら
で

あ

る
。

『

宗
鏡
録
』

に

お

い

て

も
、

宗

密
の

影
響
が

大
い

に

あ
っ

た

事
は

、

間
違
い

な
い

と

思

う
。

宗
密
が

牛
頭

宗
を

泯
絶
無
寄

宗
と

捕
え
た

事
が

そ
の

ま

ま

『

宗
鏡
録
』

に

現
れ
て

来
る
の

で

あ
る

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

二

二

二

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

60
）

即
ち

『

宗
鏡
録
』

巻
三

十
四

に

宗
密
の

『

禅
源
諸
詮

集
都
序
』

の

内
容

が

引
用
せ

ら
れ

、

又
同
じ

く

宗
密
の

『

禅
門
師

資
承

襲
図
』

が
、

延
寿

　
　
　

（

61
）

の

『

心

賦
註
』

に

引
用
さ

れ
て

い

る
の

で

あ
る

。

特
に

『

心

賦
註
』

に

は
、

正
に

宗
密
の

捕
え
た

牛

頭
宗
そ
の

も
の

が
、

そ
の

ま

ま

引
用

さ

れ

て

い

る
。

更
に

は

『

宗
鏡
録
』

巻
三

十
一

に
、

　
『

敦
煌
本
六

祖
壇

経
』

と

は

異
な
る

所

謂
「

本

来
無
一

物
」

の

六

祖
の

偈
を

あ
げ
て
、

こ

れ

を

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
62
）

『

心
銘
』

や

『

絶
観
論
』

と

批
べ

て

い

る

の

で

あ

る
。

こ

れ

を

柳
田

氏

は
、

「

心

銘
や

絶
観
論
の

知
見
批
判
が
、

恵
能
の

偈
を

変
え
た

の

で

は

　

（

63）

な
い

か
」

と
ま

で

述
べ

て

お

ら

れ
る

。

い

ず
れ

に

し

て

も
、

『

祖
堂
集
』

や

『

宗
鏡
録
』

は
、

宗
密
の

い

う

泯
絶

無
寄
宗
を

そ
の

ま
ま

承

け
た
の

で

は

な
い

か

と

私
は

思
う
の

で

あ
る

。

依
っ

て
、

そ

こ

に

記

さ

れ

る

『

絶
観
論
』

や

『

心

銘
』

は
、

あ
く
ま
で

宗
密
の

捕
え
た

所
の

牛
頭
宗

で

あ
っ

て

『

絶
観
論
』

や

『

心

銘
』

は

法
融
の

撰
述
で

あ
る
と

い

う

事

に

な
っ

て

い

る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

　
こ

の

様
に

法
融
撰
述
説
の

五

文
証
は

、

い

ず
れ

も
宗
密
に

始
ま

り
、

そ

れ
を

承

け
た

『

祖
堂
集
』 、

『

宗
鏡
録
』

に

限
る

と

い

う

事
が

問
題
な

の

で

あ

る
。

勿
論

、

宗
密
を

承
け
て

い

る

事
が

仮
に

事
実
だ

と

し
て

も
、

そ

れ
が

そ
の

ま
ま

法

融
撰
述
否
定
に

は
つ

な
が

ら

な
い

で

あ
ろ

う
が

、

少
な

く
と

も
、

そ
こ

に

疑
問
が

残
る

事
を

述
べ

て

き
た

も
の

で

あ
る

。

亠

tN

以
上

の

事
を

要
約
す
る

と

N 工工
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一
、

宗
密
の

捕
え
た

牛
頭
宗
は

『

絶
観
論
』

、

『

心

銘
』

を

通
し

て

で

あ

　
る

事
。

二
、

よ

っ

て

宗
密
の

こ

の

把
握
に

よ

り
牛
頭
宗
六

祖
は

慧
忠
と

な
っ

た

　
事

。

三
、

そ
こ

に

神
会
の

影

響
が

あ
っ

た

事
。

そ
し

て
、

正
に

そ
の

時
代
に

　
『

絶
観
論
』

が

出
現
し
て

来
た

事
。

四
、

宗
密
は

神
会
の

影
響
と
い

う

事
を

無

視

し

て
、

『

絶

観
論
』

を

南

　
宗
よ

り
低
い

も
の

と

し
、

牛
頭
宗
を

泯
絶
無

寄
宗
と

評
し

、

そ
こ

に

　
『

融

大
師

絶
観
論
』

の

名
が

生

ま

れ
、

こ

れ

を

『

祖
堂
集
』

、

『

宗
鏡

　
録
』

が

承
け
た

事
。

五
、

以

上
の

事
に

よ

っ

て

『

絶
観
論
』

法

融
撰

述
説
の

主

張
さ

れ

る

個

　
々

の

文

証
に

対
し
て

疑
問
が

生

じ

て

い

る

事
。

で

あ
る

。

　
『

絶

観
論
』

を

中
心

と

し
て

牛

頭
宗
の

問
題
の
冖

端
を

考
え
て

来
た

が

今
後
に

多
く
の

課
題
を

残
し

て

い

る
。

特
に

P
本
二

七

三

二

号
の

奥

書
き
は

、

一

つ

に

は

甘
州
大
寧
寺
で

落
藩
僧
懐
生
に

よ

り
校

訂
せ

ら
れ

た

旨
が

朱
書
し
て

あ
る

も
の
、

今
一

つ

は

志
澄

な
る

者
が

校

訂
し

た

も

の

で

あ
る

と
い

う

も
の

、

の

二

つ

が

あ
る
と
い

う
問

題
。

さ

ら

に

は

志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

（

腿
）

澄
の

奥
書
き
に

は

「

各
執一
二

本一

校

勘
訖
」

と
い

う
こ

の

「

一

本
」

と

は

果
し
て

何
で

あ
っ

た
の

か

と
い

う

問
題
が

残
る

の

で

あ
る

。

　
又
別
の

課
題
と

し
て

、

清
涼
澄
観
が

あ
げ
ら

れ

る
。

即
ち
『

宗
鏡
録
』

に

宗
密
の

引
用
が

あ
る

事
は

先
に

述
べ

た

通
り
で

あ

る

が
、

澄

観
の

影

牛
頭
宗
に

つ

い

て

（

木
南
）

響
も
あ
っ

た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

延
寿
は

所
謂
教

禅
一

致
を

唱

な

え
た

の

で

は

あ
る

が
、

教
は
ど
こ

ま
で

も
華
厳
で

あ
る

と

い

う

事
と

違

う
よ

う

に

思
う
。

延

寿
の

捕
え
た

禅
は

荷
沢

宗
に

限
ら

ず
、

も
っ

と
一

般
的
な

禅
宗
で

は

な

か
っ

た

か

と

私
は

推
察
す
る

も
の

で

あ
る

。

さ

す

れ
ば

、

そ
れ
は

吉
津
宜

英
氏
の

述
べ

ら

れ
た

　

　

澄
観
の

禅
思

想
の

形
成

は
、

特
定
の

系
統
を

伝
承
し

た

と
い

う
よ

り

も
、

　

　

彼
の

伝
承
し

た
華
厳
教
学
の

中
に

禅
宗
の

影
響
に

よ

っ

て
、

禅
宗
を

批
判

　

　

的
に

摂
取
す
る
事
に

よ

り、

自
然
に

そ

れ
が

形

成
さ
れ
て

い

っ

た

と

見
る

　

　

　
　
　
　
（

65）

　

　
べ

き
で

あ

ろ
う
。

と
い

う

澄
観
の

方
が

よ

り

近
い

よ

う

に

も
思
う
の

で

あ
る

。

加
え
て

澄

観
自
身

、

牛

頭
禅
を
承

け
て

い

る

の

で

あ
る

か

ら
、

や
は

り
澄

観
と

牛

頭

宗
の

問
題
は

こ

れ

か

ら
の

大
き
な

課

題
で

あ
ろ

う
。

　

又
、

牛
頭
宗
を

語
る

時
、

忘
れ
て

は

な

ら

な
い

三

論
宗
と
の

関
係

も

今
後
の

研
究

課
題
と

し
、

ひ

と

ま

ず

筆
を

擱
く
こ

と

と

す
る

。

註
（

1
）

　
道
信
（
跚

〜

 
）

」

　

　

　
　
　
　
　

「
法
融

（

謝

〜
晒
）

　

　

　
　
　
　
　
　
一

　

　

　
　
　
　
　
　
智
巌
（

ρ

0憶

」
筆

7
〜
5

）

　

　

　
　
　
　
　
　
慧
方
（

呂

ρ
〕

2
〜
9

6

6
）

　

　

　
　
　
　
　
　
一

　

　

　
　
弘

忍

…

…

法
持
（

5

2

3
〜
0

6

7
）

　

　

　
　
　
　
　
　
「

　

　

　
　
　
　
　
　
智
威
（

妬
〜
翌

6

7
）

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

「
牛
頭
慧
忠
（

鵬

〜
…

…
）

「
鶴
林
玄
素
（

齪
〜
隴
）

　

　

　

仏
窟
遣
則
（

1
　

0

5
〜
奐凵

7
　

8
）

　
径
山

法
欽
（

阻
〜
視
）

二

三
二
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牛
頭
宗
に

つ

い

て

（

木
南
）

（

2
）

・
（

3
）

　
「

絶
観
論
の

本

文
研
究
」

（

『

禅
学
研
究
58
』

）

（

4
）

T48P

跚
C

（

5
）

　
『

絶
観
論
』

（

『

禅
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』

）

（

6
）

・

（

7
）

・

（

8
）

　

T51P

妍

C

（

9
）

　
『

絶
観
論
』

第
5
問
答

（

10
）

　
T51P

妍
C

（

11
）

　
『

絶
観
論
』

第
59
問
答

（

12
）

　
T51P

妍
C

（

13
）

　
『

禅
思
想
史
研
究
第
二
』

P
獅

（

14
）

　
拙
稿
「

無
心
に

つ

い

て
」

（

駒
大
『

宗
学
研
究
』

23
号
）

（

15
）

　
T58P

 
ac

（

16
）

　
「

達
摩
和
尚
絶
観
論
に

つ

ぎ
て
」

（

『

仏

教
研
究
』

1
の

ー

P54

）

（

17
）

　
卍
続
蔵
1
の

14
の

4P

掲

左
上

　
　
台

湾
版
卍

続
蔵
14P

描

上

（

18
）

　
卍
続
蔵
1
の

14
の

3P

躙

左
上

　
　

台
湾
版
卍
続
蔵
14P

鰤

下

（

19
）

　
卍
続
蔵
2
の

15
の

5P

郷

右

（

20
）

　
『

禅
源
諸
詮
集
都
序
』

（

T48P

姫
C
）

（

21
）

　
『

宗
密
教
学
の

思

想
的
研
究
』

P
鏘

（

22
）

・
（

23
）

　
T51P

妍

C

（

24
）

　
『

絶
観
論
』

第
23
問
答

（

25
）

同

右

　
第
27
問
答

（

26
）

　
卍
続
蔵
1
の

14
の

3P

躙
左

上

　
　

台
湾
版
卍
続
蔵
14P

糀

下

（

27
）

　
『

禅
宗
思
想
史
』

P
躙

AA 　A 　A 　 　 　 A 　 A 　 A

35　34　33　32　31　30　29　28
） 　） 　） 　） 　 ） 　 ） 　 ） 　 ）

同 同 同 同 同 r

　 　 　 　 　 全
右 右 右 右 右 唐

犯
P13

跏

P9
鋤

P1
78P34皿

P11
鵬

P3

卍
続
蔵
1
の

14
の

3P

跚

卍
続
蔵
2
の

15
の

5P

擶

右

二

二

四

　
　
台
湾
版
卍
続
蔵
踟

P
跚

（

36
）

　
『

祖

堂
集
』

（

中

文
）

P53

下

（

37
）

　
T50P

耐

b

（

38
）

　
T51P

 

a

（

39
）

　
T50P

躅

b

（

40
）

　
T48P

臈
b

（

41
）

　
前

出
、

註
35
と

同
じ

（

42
）

　
刪

年
の

奥
書
き
に

つ

い

て

は、

そ
れ
が

そ
の

ま

ま
同

書
の

成
立
と

は

　
　
断
言
で

き
な
い

。

し

か

し

そ
の

時
代
に

同
書
が

存
在
し

た
こ

と
は

事
実

。

（

43
）

　
『

絶
観
論
』

第
3
第
5
問
答

（

44
）

同

右

　
第
18
問
答

（

45
）

　
『

東
方
学
報
』

52
号
P
跚

（

46
）

　
T51P

妍
bc

（

47
）

　
T48P

蝦
c

（

48
）

　
『

鈴
木
大
拙
全

集
』

巻
3P

皿

（

49
）

　
『

祖

堂
集
』

（

中

文
）

P2

（

50
）

　
『

絶

観
論
』

に

於
け

る

研
究
の

推
移
の

概
略
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S10

年

S11

年

S12

年

S12

年

S14

年

S14

年

S15

年

S20

年

S26

年

S26

年

S32

年

S38

年

S34

年

S43

年

牛
頭
宗
に
つ

い

て

鈴

木
貞
太
郎
氏
『

少
室
逸
書
』

影
印

鈴
木
貞
太
郎
氏
『

校
刊
少
室
逸
書
及

解
説
』

久
野

芳
隆
氏
『

流
動
性
に

富
む

唐
代
の

禅
宗
典
籍
ー
燉
煌
出

土
本
に

於

け
る
南

禅
北
宗
の

代
表
的
作
品
L

（

『

宗
教
研
究
』

新
14
の

ー
）

鈴
木
大
拙
氏
「

敦
燠
出
土

達
摩
和
尚
絶
観
論

に

つ

き

て
」

（

『

仏
教
研
究
』

1
の

ー
）

久

野
芳
隆
氏
「

牛
頭
法
融
に

及
ぼ
せ

る

三

論

宗

の

影

響
」

（

『

仏
教
研
究
』

3
の

6
）

宇
井
伯
寿
氏
「

牛
頭
法
融
と

其
伝
統
」

（

『

禅
宗
史
研
究
』
）

関
口

慈
光
氏

「

絶

観
論
（

燉
煌
出
土
）

撰
者
考
」

（

『

大
正

大

学

学
報
』

30
・

31
）

鈴
木
大
拙
氏
編

、

古
田

紹
欽
氏

校
『

燉
煌
出
土

積
翠
軒
本
絶

観
論
』

鈴
木
大
拙
氏
「

達
摩
和
尚
製
入
理

縁
門
の

絶
観
論
に

つ

き
て
」

を

『

禅
思
想
史
研
究
第
2
』

に

収
め

る
。

関
口

慈
光
氏
「

燉
煌
出
土
絶
観
論
小
考
−
牛
頭
禅
研

究
の

新

資
料
と

し
て

ー
」

関
口

真
大
氏
「

達
摩
和
尚
絶
観
論
（

燉
煌
出
土
）

は

牛
頭
法

融
の

撰
述
た

る

を

論
ず
」

（

『

印
度
仏
教
学
研
究
』

5
の

ー

『

達
摩
大
師
の

研
究
』

）

中
川
孝
氏
「

絶
観
論
考
」

（

『

印
度
仏
教
学

研
究
』

7
の

2
）

平
井
俊
栄
氏
「

初
期
禅
宗
思
想
の

形
成
と
三

論
宗
」

（

『

駒
沢

大
学
宗
学
研
究
』

5
）

鈴
木

大
拙
氏
『

鈴
木
大
拙
全
集
』

　
　
　
（

木
南
）

（

55
）

（ 　　（ 　　（ 　　（

54　53　52　15
） 　　） 　　） 　　）

S43

年

S51

年

S　 S4645

年 年

S55

年

T55PO5bT51P

妍

c

故

牛

頭
融
大
師

、

有
二

絶
観
論
崎

　
（

台

湾
版
卍
続
14P

螂
上
）

牛
頭

融
大
師
絶
観
論
　
（

T48P

脇
a
）

鎌
田

茂
雄
氏
「

三

論
宗

・

牛
頭
禅

、

道
教
を

結
ぶ
思
想

的
系

譜
ー
草
木
成
仏
が

手
が
か

り
と

し
て

ー
」

（

『

駒
沢
大

学
仏
教

学
部
研
究
紀
要
』

26
）

柳
田
聖

山
氏

「

絶
観
論
の

本
文
研
究
」

（

『

禅
学
研
究
』

58
）

印

　
順
氏
「

有
関
法
融
的
作
品
」

（

『

中
国

禅
宗
史
』

）

柳
田

聖
山
氏
校
訂
及
び

和
訳
　
常
盤
義
伸
氏
英
訳
　
中
国
禅

録
研
究
班
編
『

絶
観
論
』

（

禅
文
化
研
究

所
研
究
報
告
）

「

絶
観
論
と

そ
の

時
代
ー
敦
隍
の

禅
文
献

1
」

（

『

東
方
学
報
』

52
』

 

　
『

絶
観
論
』

　
第
16

、

17
問

答

又

問
日

、

夫
道
者

、

為一
二

人

得
τ

之
、

為
二

衆
人
得
7

之、

為
二

各
有
7

之
、

為
二

総
共
有
7

之
、

為
二

本
来

有
p

之
、

為
二

修
成

有
，

之
。

答
日

、

皆
不
γ

如
二

汝
説
→

何
以
故

、

若
一

人
得
者

、

道
則

不
7

遍
、

若
有
二

衆

人
得
者
→

道
則
有
ン

窮
、

若
各
得

者
、

道
則
有
レ

数
、

若
総
共
有
老

、

方
便
則
空、

若
本
来
有
者

、

萬
行

虚
設

、

若
修
成

得
者

、

造
作
γ

非

　
『

宗
鏡
録
』

　
巻
第
九

牛

頭
初
祖
云

、

夫
道
者

、

若
一

人

得
レ

之
、

道
即
不
レ

遍
、

若
衆
人
得
γ

之
、

道
則
有
窮、

若
各
各
有
レ

之
道

即
有
数

、

若
総
共
有
7

之
、

方

便
則

空
、

若
修
行
得
7

之
、

造
作

非
7

真
、

若
本
自
有
r

之
、

萬
行
虚
設

。

何
以

故
、

離
三

切
限
量

。

　
　
　
　
　
　
（

T48P

嬬
b

）

二

二

五
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牛
頭
宗
に

つ

い

て

（

木
南
）

　
　

真
。

又
問
日

、

究
竟
如
何

。

答
日
、

　
　
離
二

切
限
量

分
別
殉

（

56
）

　
『

絶
観
論
』

　
　
　

第
5
問

答

　
　
問
日

、

無
物
有
二

何
物
叩

答
日
、

無

　
　
心

無
物、

無
物
即

天
真、

天
真
即

　
　
大
道

。

　
　
　
『

心

銘
』

　
　
至

理
無
γ

詮
、

非
7

解
非
ソ

纒
、

霊
通

　
　
応
ノ

物、

常
在
二

目

前
→

目

前
無
γ

物、

　
　
無
γ

物
宛

然
、

不
〆

労
二

智
鑒
→

体
自

　
　
虚
玄

。

　
　
　
　
　
　
　
　
（

T51P

溜
c

）

（

57
）

　
『

絶
観
論
』

　
　
　
第
23
、

24
問
答

　
　
又

問
日

、

云

何
為
二

道
本

、

云

何

　
　
為
二

法
用
→

答
日

、

虚
空
為
二

道
本
→

　
　
参
羅
為
二

法
用
叩

（

58
）

又
問
日

、

於
γ

中
、

誰
為
二

造
作
者
弔

答
日
、

此

中

無
ご

実
造
作
者
噛

法
界

性
自
然

。

『

絶
観
論
』

第
10
〜
15
問
答

　
『

宗
鏡
録
』

　
第
巻
三

十

融
大
師

云、

至

理

無
ノ

詮
、

非
レ

解

非
レ

纒
、

霊
通
応
〆

物
、

常
存
二

目

前
（

目
前
無
〆

物
、

無
7

物
宛
然、

不
7

用
二

人

致
噛

体
自
虚
玄

。

　
　
　
　
　
　
（

T48P

謝
c

）

　
『

宗

鏡
録
』

　
巻
七

十
七

融
大
師

問
日

、

三
界
四
生、

以
ノ

何
為
二

道
本
（

以
γ

何
為
二

法
用
殉

答

日
、

　
虚
空
為
二

道
本一

森
羅
為
二

法

用
→

問
於
γ

中
、

誰

為
二

造
作
者
→

答
、

此
中
無
二

実
造
作
者
→

法
界
性
自
然

生
。

　
　
　
　
　
　
（

T48P

躍

b
）

　
『

祖
堂
集
』

　

巻
第
三

於
是
縁
門
復
起
問
日、
　

夫
言
二

聖

人一

者
、

当
〆

断
二

何
法
→

当
得
二

何

法
→

而

云
〆

聖

也
。

入
理

日
、

一

法

不
γ

断
、

　
一

法
不
γ

得、

即
為
レ

聖

也
。

　
　
二

二

六

間
師

、

夫
言
二

聖
人一

者、

当
〆

断
二

何
法
→

而

言
〆

聴
人

。

答
一

法
不
γ

断、

一

法
不
〆

得、

此
謂
二

聖
人
刈

問
日
、

若
不
〆

断
不
7

得
、

与
ノ

凡

何
異

。

答
日

、

不
レ

同、

何
以

故、

一

切

凡
夫

、

妄
有
ノ

所
〆

断
、

妄
有
γ

所
〆

得
。

進
日

、

不
〆

断
不
ノ

得、

与
二

凡
夫一

有
何
異

。

師
日、

有
γ

異
何
以
故
、

一

切
凡

夫
、

皆
有
γ

所
〆

得、

妄
計
γ

所
γ

得
、

真
人
聖

人
、

則
本

無
γ

所
〆

断
、

亦
無
〆

所
γ

得
、

故
日
二

有
τ

異
。

問
日

、

今
言
二

凡
有
〆

所
ノ

得
聖
無
τ

所
レ

得
、

然
得
与
二

不

得
ハ

有
何
異
叩

答
日

、

凡
有
7

所
γ

得、

即
有
二

虚

妄
（

聖

無
γ

所
γ

得
、

即

無
二

虚
妄
宀

有
二

虚
妄一

者
、

即

論
三

同
与
二

不
同
朔

無
二

虚
妄一

者
、

即

無
7

異

無
二

非
異
殉

問
日

、

若
無
γ

異

老
、

聖
名
何
立

。

答
日

、

凡
夫

之
与
二

聖

人
二
一

倶
是

名
。

名
中

道、

無
7

二

即
無
二

差
別
噛

如
7

説
二

亀
毛
兎

角
→

進
日

、

云
二

何
凡
夫
有
γ

所
γ

得、

聖

人
無
じ

所
7

得
、

得
与
二

不
得一

復
有
二

何
異
→

師
日

、

有
7

異
何
以
故、

凡

夫
有
ン

所
7

得
、

則
有
二

虚
妄
→

聖
人

無
7

所
7

得、

則
無
二

虚
妄
→

有
二

虚

妄一

者、

則
有
7

異
、

無
二

虚
妄一

者
、

則
無
レ

異
。

進
日

、

若
無
レ

異、

聖

人
名、

因
何
立

。

師
日
、

几
之
与
7

聖、

二

倶
是
假
名

。

假
名
之
中

無
7

二
、

則
無
二

有
異
肉

如
7

説一一
亀
毛
兎

角一

也
。
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説
二

亀
亦
無
→

也
。

汝
何
以
説
二

此
難一

問、

無
γ

毛
喩
二

何
物
→

亀
喩
二

何

物
噸

答
日

、

毛
喩
二

於
道
→

毛
喩
二

於
我
（

故
聖

人
無
7

我

而

有
γ

道

也
。

但
彼
凡
夫
而

有
7

我

有
μ

名

者
、

如
二

横
執
廿

有
二

亀
毛

兎
角一

也
。

汝
何
意
作
二

此

難
4

進
日
、

亀
喩一一

何
物
→

毛
喩
二

何
物
→

師
日

、

亀
喩
二

於
道
ハ

毛
喩
二

於

我
ハ

故

聖
人
無
γ

我
而

有
レ

道、

凡
夫
無
レ

道
而

有
二

我
執
→

我
者
μ

猶
三

如
二

亀

毛
兎

角一

也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

詳
細
は

『

達
摩
大
師
の

研
究
』

）

（

59
）

　
『

祖
堂
集
』

（

中
文
）

P2

（

60
）

　
『

宗
鏡
録
』

巻
34
　
　
禅
三

宗
者

、

一

息
妄
修
心

宗
、

二

泯

絶
無
寄

　
　
宗、

三

直
顕
心

性
宗

。

教
三

種
者、

一

密
意
依
性
説
相

教
、

二

密
意
破

　
　
相
顕
性
教

、

三

顕
示

真
心

即
性
教

。

…
…

　

　

　
　
（

T48P

腿
a

）

（

61
）

　
『

心

賦
注
』

如
二

牛
頭
融
大
師
云
ハ

諸
法
如
レ

夢、

本
来
無
事

、

心

境

　
　
本
寂

、

非
二

今
始
空
（

宜
喪
7

己

忘
7

情
、

情
忘
即
絶

、

（

卍
続
蔵
2
の

16

　
　
の

ー

P2

右
上
）

　
　
　
　
　
　

　
　
（

台
湾
版
卍
続
蔵
mP3

上
）

（

62
）

　
『

宗
鏡
録
』

巻
31
　
如
二

六

祖
偈
云
（

菩
提
亦
非
〆

樹
、

明
鏡
亦
非

〆

　
　
壹、

本
来
無
一

物、

何
用
γ

払
二

塵
埃
叩

　
　
融
大
師
云

、

至

理

無
レ

詮
非
7

解
非
7

纒
、

霊

通
応
ソ

物
常
存
二

目

前
（

目

　
　
前
無
物
無
物
宛
然

、

不
μ

用
二

人

致一

体
自
虚
玄

。

又
云、

無
物
即
天

真
、

　
　
天
真
即
大
道

。

　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　
（

T48P

謝

C
）

（

63
）

　
『

東
方
学
報
』

52
号

、

P
躅

（

64
）

　
『

天

台
宗
教

学
研
究
所
報
』

1
号
P75

を

参
照

（

65
）

　
『

宗
学
研
究
』

22
号
P
蹣

以
降

　
※
牛

頭

宗
、

『

絶
観
論
』

に

つ

い

て

は、

拙
稿

「

牛
頭
宗
の

研
究
」

、

「

絶

牛
頭
宗
に

つ

い

て

（

木
南
）

観
論
に

っ

い

て
」

（

駒
大
大

学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
13
号
・

14
号
）

・

「

牛
頭
宗
に

お

け
る
一

考
察
」

、

「

牛
頭
宗
の

研
究
」

（

印
仏
28
巻
29
巻
）

・
「

絶
観
忘
守
に

つ

い

て
」

「

無
心

に

つ

い

て
」

（

宗
学
研
究
22
号
・

23

号
）

を

参
照
い

た

だ

け
れ
ば

幸
甚
に

存
じ

ま
す

。

二

二

七
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